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ことにより，胆道の閉塞部位内周辺への浸i問状態を適確
に抱握している。今回は胆道造影所見と動脈造影所見と
の関係を比較検討するに，肝門部胆管癌および胆のう癌
では胆道造影所見にて胆管の断裂像や胆管壁の不整像が
認められるものは動脈造影所見にて種々の異常所見が認
められてくるが胆管末端癌，乳頭部癌， l.芹癌ではそのよ
うな相関関係は認められなかった。 
22. われわれの行なっている PTCドレナージについ
て
古川隆男(千大)
昭和 47年 1月より 50年 10月まで・われわれが施行し
た PTC ドレナージについて，器具，手技を紹介し，施
行 16症例について有効例と無効例に分け， その胆管閉
塞部位から検討を加えた結果，閉塞部位が胆管末端部に
近いものほど PTCDの最も適応となることを示し，肝
門部閉塞例では左右肝管合流部の交通が比較的よく保た
れている症例は適応となるが，断裂を示すものは PTCD
の効果はあまり期待できないと言える。 
23. 胆道癌に対する術中照射療法の基礎的ならびに
臨床的研究
轟 健(千大)
目的，切除不能胆道癌の治療成績の向上を目標とし
て，開腹時黄痘軽減手術等と同時に電子線による術中照
射を行なった。また組織耐容線量を知るため基礎実験を
行なった。症例，肝門部胆管癌 2例， 広汎型胆管癌 3
例，胆のう癌 3例，騨体部癌，総胆管閉塞例 l例の計 9
例。方法，照射線量 3000rad 1回照射，エネルギー 1
"，  18 MeV，照射野直径 4"，  10cm。結果， 9例中 7例生
存中，照射後 2"，  3遇で閉塞部の開通が得られた。組織
学的に癌細胞の変性が認められた。 
報)1新生児消化管穿孔の治療{第24. 
一交換輸血の効果に関する基礎的検討一
永井米次郎(千大)
雑種成犬を用い， エンドトキシン静注後 1時間にて 
60，.75%の交換輸血を行ない， 血液ガス， 腎皮質血流
量，凝固因子の変動をしらベ，各種輸血をおこなわない
群と比較したが，腎皮質血流量，血小板数に軽度上昇を
認めたのみで著明な効果はみられなかった。病理組織所
見でも，両群同様変化を示していた。 
報)1分画法による骨髄細胞移植(第25. 
鈴木盛一(千大)
われわれの分画骨髄細胞移植において，今回は前処置
の薬剤に Silicaを用いた所， きわめて安全にキメラを
作り得た。 しかし donor細胞の占有率が初めの 13%
から 10%に減少した。そこで前処置なしに， 非分画骨
髄細胞を再移植した所， 24%に増加し， 興味ある結果
となった口この時 GVH反応を思わせる下痢が現われ
たが，重篤ではなかった。これについて考察を加えた。
また，臨床応用として末期癌患者に対し大量抗癌剤投与
と同種骨髄移植を行なったので合わせて報告した。 
26. 	 特発性食道破裂の一治験例
大川昌権，大西盛光，関幸雄，
中村雅一，岡庭群二，中村宏，
丸山達興，伊賀浩(jl[鉄病院)
症例は 39才男性。既往歴は特記事項なしo 主訴は，
大量飲酒後の幅吐に続発した左胸部痛および呼吸困難で
あった口近医にて l週間の保存的療法後，のう胸の診断
で当科へ転院した。入院後の食道造影にて本症が確診さ
れ， 1ヵ月の1.V. H.胸腔持続ドレナ{ジ後，手術をし
た。手術所見では食道の横隔膜直上左側後壁に約 6mm
径の穿孔部が認められた口よってこの部を一層にて直接
縫合し，胸腔ドレナーツおよび栄養凄として空腸痩を造
設した。以後経過は順調で約 4カ月後全治退院した。以
上を本邦報告例の統計的考察と合わせて報告した。 
27. 	 乳頭外(上部)に原発した十二指腸癌の一例
塚原則幸，大久保恵司，星野豊，
浅野武秀，平野和哉(県立・東金)
症例は， 68才の女性。上腹部痛， 幅吐を主訴として
入院。理学的に，右上腹部にク jレミ大の腫癌触知。レン
トゲン，内視鏡所見より完全十二指腸閉塞を認め，手術
施行。十二指腸切聞をおき直視下に観察したが，肉眼的
に十二指腸球後部の良性漬療と診断。同部をi憤置し，胃
切除 B-II吻合を施行。念のため， Probeを採取。後
日腺癌と判明。再手術を予定していたが，術後 3週目よ
り吐下血が出現し，死亡。剖検により，乳頭上部に原発
した十二指腸癌と診断された。 
28. 	 胆石症術後肝機能の検討
桜庭賄悦，日浦利明，原田康行，
川村功，小渋智哉(船橋中央)
当院における昭和 49年 l月~昭和:150年 1月の胆石
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症手術は 77例であり， そのWi前術後の GOT，GPT， 
A1~P ， r~GTP につき検討したo ①総!担管有結石群とカl~
結石群を比較し，術前は有結石群が 4酵素とも高いが，
術後は差はなかった。②総胆管末端部有病変群と無病変
群との比較では，術前術後の推移に差は認めなかった。
③術後測定した胆管径では 10mm以上の群に比し， 9 
mm以下の群に術後， GOT，GPTの上昇が多かった。
以上を報告した。 
29. 	 勝炎を合併せる原発性副甲状腺機能充進症の外
科的治験例
国辺政裕，藤代国夫，庇i紀克，
劉崇正，坂庭操(国保・成東)
原発性副甲状腺機能允進症は，比較的まれな疾患とさ
れるが骨障害，尿路結石，消化性潰虜など多彩な症状を
呈し早期診断と適切な外科的治療が必要である。最近わ
れわれはまれな合併症とされる酔・炎を伴った本症を経験
したので報告する。症例は， 22才男性で腹痛を主訴と
して来院。醇炎の診断にて加療中，血清 Ca値，アルカ
リフォスファターゼ値が持続的に高値を示したため本症
が疑われた。 
30. 急性勝炎を合併した Peutz-Jeghers症候群の一例
折居和雄，蜂巣忠，神谷定茂，
横山健郎(国立・佐倉) 
Peutz~Jeghers 症候群に対し，手術的内視鏡的ポリ
ープ切除術という新しい方法を行なって成功したので報
告する。症例は 17才の女子高校生，左上腹部痛，悪心， 
1，昼吐を主訴とした。腸重積手術時空腸下部 lケ所の腸切
開より直視型スコープを挿入し全消化管にわたり主なポ
リープ 50個を内視鏡的に切除しました。 ポリープの病
理組織は粘膜筋板がポリープの内部に樹枝状に入り込ん
でいる過誤腫であった。 
31. 高令婦人大腿へルニヤ 5例の経験
坪井秀一，塩田彰郎，野村庸一
(塩谷病院)
最近 2年間に経験した 70才以上の高令婦人大腿ヘノレ
ニア手術 5例を報告した。症例 1，2は72才および 78
才の共に右側非版頓例， 症例 3は75才右側褒内j膿湯形
成例，症例 4は 72才左側i扶l顕例，症例 5は83才右側， 
lt1{1顕例であった。平均年令 76才と高令で， 症例 3，4，5 
は共に腹膜炎を呈し重篤であったが， 1例を原疾患治癒
後，表弱により失ったのみであった。高令にも拘らず，
白血球数は重篤度に応じて増加していた。 
32. 	 食道静脈癌再手術の 1例
坂本昭雄，西島浩，吉川広和
(幸子病院)
門脈圧了E進症における食道静脈癌出血の治療に関し，
その止血の困難性と高い死亡率とが問題となっている。
われわれは， 3年前パンチ症候群および食道，胃静脈癖
にて予防手術として牌易IJ噴門切除術し本年 8月食道静脈
癌再発による大量出血の 1例を経験し，再出血の危険性
が高いため，左関胸にで食道粘膜離断術を施行した。こ
こに東大 2外科，大阪市大 l外科，名大 2外科，千大 2
外科の協力を得て，各大学の施行している主たる食道静
脈癌直達手術の比較および若干の文献的考察を加えて報
告する。 
33. 	 当院における胃集検について
山本義一，斎藤全彦，原	 壮，
菅ヶ谷純弘(清水厚生)
昭和 48年 4月より 50年 9月までの 2年半における当
院の胃集検成績は，受検者総数 13221人，要精検率 16.6
%，精検受診率 88.7%で，胃癌 9例 0.07%，胃肉腫 l例，
胃潰虜 174例1.32%十二指腸潰蕩 89例 0.67%， 胃十二
指腸潰蕩 17例 0.13%，胃ポリープ 27例 0.2%，胃粘膜下
腫場4例 0.03%となっている。胃癌 9例のうち切除例
は6例で，うち早期癌は 4例でいずれも IIc深達度 m
であり，他の 2例はそれぞれ sss，pmで6例とも no
であった。 
34. 	 総胆管癌の保存的治療の 1例 (PTCドレナージ)
唐司則之，二宮ー，曾野文豊，
岡田	 正，石川達雄，小松崎孜
(県立・佐原)
最近われわれは， Schnitz1erへの遠隔転移を有する
切除不能上部総胆管癌に PTC ドレナージおよび， FT 
207 1日1200mg計 274gの経口投与を行ない， 8カ月
以上の比較的長期間生存せる 1例を，若干の文献的考察
を加え，報告したo 症例は 56才男性で， 主訴は黄痘。
黄痘指数は入院時 69が， FT 207投与後 21に下降し，
体重は 49 kgが 57 kgに増加した。また胆道造影では，
腫蕩の縮小が認められた。 
35. 	 小児腸積症の整復時に発生したバリウム腹膜炎
の一治験例
坂庭操，藤代国夫， 1 紀克，
劉崇正，田辺政裕(国保・成東)
患、児は 3か月の男で， 2目前よりミルクの飲みが悪
